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Companion's series II 

multimedia speaker system 


取扱説明書 

この度は CompaniorTS series II multimedia 
speaker system をお買い上げいただき、誠に 
ありがとうございます。本機を正しくお使いい 
ただくため、ご使用になる前に必ずこの取扱 
説明書をお読みください。また、必要なとき 
にご覧になれるよう大切に保管しておくこと 
をおすすめします。 
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ま全上の留意項目 

ご使用前に、この「安全上の留意項目」をよくお読みになリ、正しくお使いください。 


-給も【し一>し、し- 

この r 安全上の留意項目」は、製品を安全(こ正しくお使いいただき、あなたやイ也 
の人々への危害やお産への損害をホ然に防止するため、いろいろな絵表示をし 
ています。内容をよく理解してか6本文をお読みください。 


A 警告 
A ミ主意 


この表示を無視して、誤った取りおいをすると、人が死 t 
または重傷を負ラ可能性が想をされる内容を示します。 

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が損傷 
を負う可能性が想をされる内容および物的損害のみの 
発生が想定される内容を示します。 


(S) 

を) 


( S ) 記号は禁止の行為であることを告げるものです。図の中作近傍に 
具体的な禁止内容(左図の場合は分解禁止)が描かれています。 

参記号は行為を強制したり指示したりする内容を告げるものです。 
図の中に具体的な指示内容(左図の場合は電源プラグをコンセントか 
ら抜け)がおかれています。 

么記号は注意を促す内容を告げるものです。 

(左圏の場合は指をはさまれないようにま意)が描かれています。 



を） 

里源プラグを 
コンセントが 

6 巧け 

♦万一、煙が化ている、蜜なじおいや音がずるなどの異常状態のまま使巧ずると，乂雖、感電の原因となります。ずぐじ’ 
機器本体の電源スイッチを切り.おず電源プラグをコンセントから撮いてください。煙が出なくなるのを確認して販売 
店に修理をご依顯<ださい。 


♦万一内部に水などが入った場合は1まず磯器本体の電源スイッチを切り、電源プラグをコンセントからおいて販売店に 
ご連絡 < ださい。そのまま使用ずると义楽•藏電の原因となります。 


♦万一内部に異物などが入った塌合は、まず磯器本体の電源スイッチを切り，電源プラグをコンセントからおいて販売店 
にご連絡ください。そのまま使用ずると义雖•感電の原因となりまず。 

A 

警告 

A 

♦電源ケーブル、スピーカーコードが傷んだら(お線の露出、断線など)跟売店に交換をごが頼ください。そのまま使用 
すると义楽-感電の原因となりまず。 

(§) 

水場での使 
用禁止 

♦風呂場では使用しないでください。义が■感電の原因となりまず。 


使用禁止 

♦雷が鳴りだしたら、アンテナ線や電源プラグには触れないでください。感電の原因となります。 



♦表示された電源電圧(交流100ボルト U：! かの電圧で使用しないでください。义炎•感電の原因となりまず。 


S ) 

♦この機器を使用できるのは日本国内のみです。船舶などの直流 (DC) 電源には接続しないでください。义炎の原因と 
なりまず。 

♦この機器に水が人ったり、ぬらさないようじごを意ください。义雖•感電の原因となります。雨天1轉雪中1海岸、水辺 
での使用は特にご注意<ださい。 ^ 
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警告 


通風孔のある機器のみ 

♦この機器の适風孔をふさがないでください。通風孔をふさぐと内部に熱がこもり、义炎の原因となります。この機器に 
は、内部の温度上昇を防ぐため、ケースの上部や底部などじ通風孔があけてありまず。巧のような使い方はしないで< 
ださい。この磯器をあお向けや，逆さまじする。この機器を押し入れ、き巧のラックじ(外の本箱など風适しの悪いとこ 
ろじ押し込む。テープルク□スをかけたり、じゆうたん、布団の上において使用する。 


♦万一、この磯器を落としたり、キャビネットを破損した場合は、電源プラグをコンセントからおいて販売店にご連絡く 
ださい。そのまま使巧すると义楽•感電の原因となります。 


♦この機器を設置する場合は，壁から1日 cmia 上の商隔をおいてください。また、放熱をよくするために、他の磯器との 
間は少し離して置いてください。ラックなどじ入れるときは、機器の天面から 2 cm じ(上、背面から日 cm じ(上のずきまを 
あけてください。内部に熱がこもり义雖の原因となります。 

♦電源ケーブル、スピーカーコードの上に重いものをのせたり、ケーブルやコードが本機の下敷にならないようにして 
<ださい。 また壁や棚などの間にはさみ込んだりしないで<ださい。ケープルやコードに傷がついて义雖-感電の原 
因となりまず。 

♦この機器の通風孔などか6内部に金属類や燃えやすいものなどを差し込んだり、落とし込んだりしないでください。 
火炎-感電の原因となります。特にお子様のいるご家庭ではごミ主意ください。 

♦この機器の上に花びん、植木鉢、コップ、化粧品、薬品や水などの入った容器や小さな金属物を置かないで<ださ 
し、こぼれたり，中に入った場合义が•感電の原因となりまず。 



参この機器の裏ぶた、キャビネット、カバーは絶対外さないでください。内部には電圧の高い部分があ y 、 感電の原因と 
なります。内部の点横‘整備•修理は販売店じご依精ください。 

♦この機器は改造しないでください。火楽-感電の原因となります。 


♦電源ケープル、スピーカーコードを傷つけたり、加工したり、無理に曲げたり、ねじったり、引っ張ったリしないで 
ください。ケーブルやコードが破損して、义雖•感電の原因となりまず。 

♦スピーカー内部じ金属片や異物などを落とさないでください。ショートや発熱などをおこし、义炎の原因となりまず。 


スピーカーコードを人が适るところなど引っ掛かりやずい場所に這わせないでください。つまずいて転倒したり， 
スピーカーが落下し，けがや事巧の原因となりまず。 



♦調理台や加湿器のそばなどミ由煙や湯気が当たるような場所に置かないで<ださい。义災•感電の原因となることがあ 
ります。 

♦ぐらついた台の上や傾いた巧など不安定な場所に置かないでください。落ちたり、倒れたりしてけがの原因となること 
か‘あ LJ ます 

♦電源ケーブル、スピーカーコードを熱器具に近づけないでください。ケープルやコードの被ふくが溶けて、义雖•感電の 
原因となることがありまず。 

♦窓を閉めきった自動車の中や直射日光が当たる場所や異常に湿度が高くなる場所に放置しないでください。キャビネ 
ットや部品に悪い影醫を与え、义炎-感電の原因となることがあります。 

♦湿気やほこりのをい場所に置かないでください。义炎-藏電の原因となることがありまず。 

♦電源を入れる前には音量(ボリューム)を最小じして<ださい。突然大きな音がでて聴力障害などの原因となることが 
あ LJ ます。 


♦ 万一の事巧防止のため，この機器を電源コンセントの近<に置き、すぐに電源コンセントからプラグを抜けるようじし 
てくださし、。 


♦旅行などで長期聞，この機器をご使巧にならないときはを全のため'必ず電源プラグをコンセントから拔いて<ださい。 
♦お手入れの隙はを全のため電源プラグをコンセントからおいて巧って < ださい。 


♦5 年に一度<らいは機器内部の掃除を販売店などじご相談ください。磯器の内部にほこりがたまったまま、長時聞掃 
除をしないと义楽や巧障の原因となることがあります。特に、湿気のをくなる梅雨期の前に行うと、より効果的でず。 
なお、掃除費巧については販売店にご相識ください。 

♦濡れた手で電源プラグをおき差ししないでください。感電の原因となることがありまず。 

♦電源プラグをお<ときは、電源ケーブルを引っ張らないで<ださい。ケーブルが傷つき、义雖•感電の原因となること 
がありまず。必ずプラグを持って抜いてください。 








f 

處 

♦移動させる場合は、電源スイッチを切り、かず電源プラグをコンセントからおき、アンテナ線、機器聞の接続コードな'^ 
ど外部の接続コードを外してから巧ってください。コードが傷つき、义雖■感電の原因となることがあります。 



♦定格を超える入力を入れた状態や長時聞音が歪んだ状態で使用しないで < ださい。スピーカーが発熱し1义がの原因 
となることがありまず。 



♦お子様がポートに1手を入れないようにごを意ください。けがの原因となることがありまず。 

A 

ミま意 

S ) 

♦高いところに設置される場合じは、不意な衝擊に対して落下しないよう固定して < ださい。固定しないまま使用します 
と、落下し、けがやき巧の原因となります。 

A 

•ヘッドホンをご使用じなるときは、音量を上げ過ぎないようじご注意ください。ちを刺激するような大きな音量で長 
時間続けて闇くと、聴力に悪い影 g を与えることがありまず。 


S ) 

•シンナー、ベンジン、アルコール類などの揮発性の薬品やその他化学物質、クレンザーなどで製品をふかないでくださ 
し)。破損、蜜質、蛮色、塗料のはがれや表面に傷を付ける原因となりまず。またスプレーまの殺虫剤や消真剤、芳香剤 
などもかからないようじごを意ください。 


o 

•スピーカーを高いところに設置される場合には、作業が不安定になりますので作業には十分ご注意ください。けがや 
事巧の原因となります。 ^ 


音のエチケット 

•音量は時や場所に応じて適度な大きさに調整して<ださい。特に、静かな巧園はかさな音でも届りやずいも 
のです。 

あなたが放送や CD 、 テープまたはビデオディスクやその他市販のソフトか6録音や録画したものは、個人と 
して楽しむほかは、著作権上、権利ちにお断で使用することはできません。 


スピーカーの 防磁について 


•マイクロキューブの防礎について 

マイク□キューブは、防磁型になっていますので 
テレビやモニクーなどじおづけても、画面に色 
ムラなど影響が生じじくくなっていますが、まれ 
じ画面に色ムラなど影響が生じる場合がありま 
す。その場合はテレビやモニターか6マイク □ 
キューブを十分離し、テレビの電源を切り、1已 
分か630分の圍隔をあけてか6再度テレビの 
電源を入れてください。テレビの自己消磁機能 
じよって、正常な画面に戻ります。その後も、画 
面に影響が生じる場合じは、マイク□キューブを 
さ6じテレビか6離してご使用ください。 


•アクーステイマスモジュールの防礎について 

アクーステイマスモジュール内部のスピー カー 
は、 防磁処理が施されていませんので、テレビや 
モニターなどじおづけないでください。おづけ 
ると、画面に色ムラなど影響が生じる場合があ 
ります。その場合はテレビやモニターか6アクー 
ステイマスモジュー ルを十分 (約 15 cmJi (上）離 
し、テレビの電源を切り、15分か630分の圍隔 
をあけてか6再度テレビの電源を入れてくださ 
しんテレビの自己ミ肖磁機能じよって、正常な画面 
に戻ります。その後ち、画面に影響が生じる場合 
じは、アクーステイマスモジュールをさ6じテレビ 
か6離してご使用ください。 
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•パソコン、ポータブル CD’MD プレーヤー、 
メモリー ’HDD ミュ ージツ クプレーヤーを 
接続して映画や音楽を楽しめる 

Companion ®] series II はをあな使用ちまであ 
なたの才ーディオライフの楽しみを広げます。パ 
ソコンにつなげば、 CD 、 DVD 、 MP 3、インターネツ 
トラジオ、ゲームの音声などをあなソースを楽し 
め、さ6じ外出先で大活躍のポータブルミュー 
ジツクプレーヤーも、自宅で Companion ®] 
series II じつなげば、パーソナルな空間を上質な 
オーディオサウンドで満たします。最お市場でも 
盛り上がりを見せる TV チューナー内蔵の総合エ 
ンターテインメント PC や薄型テレビとぴったりの 
柜性です。 

•ミドルフィールドリスニングに最適化した 
TrueSpace ® ステレオを搭載 

ポーブ独自技術の TrueSpace ® ステレオは左ち 
のマイク □キュ ーブの外側にステレオイメ ージを 
広げて空圍巧象豊かに再生。 

デスクトツプじ限った ニア フィールドだけでな 
く、 3 m く6い離れても十分に楽しめるミドル 
フィールドリスニングじ対応しているので、12 
置か618畳程度のリビングでの才ーディオとし 
てち十分ご使用いただけます。 


•新開発の超ル型マイクロキューブはデスク 
トップでも邪魔にならずにしかも高音質 

マイク□キューブは超ル型で軽量、さ6じ専用ス 
タンド付属の為、簡単に設置が可能。デスクトッ 
プやディスプレイ周りに邪魔じな6ずすっきりと 
おさまリまず。 

•斬新なデザインで繊細な機能性を持つ 
コントロールポッド 

円形を基調とした斬新なデザインのコント□一 
ルポ、ソドはシンプルでありなが6を機能。中央 
のアルミ部分はタッチセンサーでミュートの才 
ンオス周囲のラバーリングを回転させること 
でボリュームコント□ール、さ6じ化部人力端子 
とへ、ソドホンジャックを備え、コンパクトであり 
なが6を機能なインターフエースです。 

•新開発小型アクースティマスモジュール 

低音は指向性がないという特長からこのアクー 
スティマスモジュー ルはデスク下の床など隠して 
設置することもできるので邪魔じなりません。 

•ル音量時でも迫力のサウンドを 
生み出ず独自回路 

システム全体の状況をリアルタイムでモニクーし、 
あ6ゆるレベルの音量でも歪みのなレ再生を巧 
能じしていまず。 


本体のお手入れについて 


通常は、柔6かい巧でか6拭きして<ださい。ミちれ 
がひどいときじは、中性洗剤で水を薄めた液に柔 
6かい巧を浸し、よく嵌ってか6ミちれを拭き耳及り、 
その後乾いた巧で拭いてください。シンナー、ベン 
ジンアルコール、化学薬品を使用すると表面が侵 


されたり、文字が消えたり外装ムラじなることがあ 
りますか6絶巧に使わないでください。また、スプ 
レーまの殺虫剤や消臭剤、芳香剤などもかか6な 
いように御を意ください。 




開捆時のご注意(付属品について) 


箱や捆包材は、後日修理メンテナンス等が必要になった場合のためじ処分せずに保管しておくことをおずすめします。 

付属品を確認してください。 


もし、開個時に損傷などが発見された場合や内容物が不足しているときは、そのままのが態を保ち、ただちにお買い 
上げ’になった販売店までご連絡くださし、。そのままでの使巧はおやめください。 



ケーブル XI 本 
(1.7 m ) 


ゴム足 
(か) x 8 個 



電源ケーブル XI 本 



コントロールポッド XI 台 
(ケーブルの長さ 2.3 m ) 


製品のゴム足について 

A -コム足は素ネオの性質から、設置面の塗料によっては、移行または汚染を示す可能性があります。事前 
i 旨 にご確認のうえご使用ください。 

-付属のゴム足は高摩擦性ををしている分、塗装面との接触面に密着しやすい性質を持っておりま 
す。接触面の一部を剔がしてしまう可能性も有りますので、事前にご確認のうえご使巧くださし、。 


各部の名称 


アクーステイマスモジュール 
愉面】 


グリル 




Bass 調整つまみ 

左チヤンネル 
マイクロキューブ用 
出力端子 

ちチヤンネル 
マイクロキューブ用 
出力端子 

入力端子 

コントロールポッド巧 
端子 

電源スイッチ 


コント ロー ルポツド 
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設置方法 


ここに示しました設置のガイドラインは、製品の性能 
を最大限に活かしてより広い空圍 EP 象をお楽しみ 
いただくためじお勧めするちのでず。これを参考に、 
ご自分のお巧みやお部屋の状況に応じてよりをい 
設置場所を探して頂いても構いません。 

アクースティマスモジュールの設置位置 

次のことを確認してください。 

. アクースティマスモジュールじ接続するケーブル類 
が届く範囲であること。 

. アクースティマスモジュールは非防磁型のスピー 
力一なので、 ブラウン管を使用しているコンピュー 
クー用モニクーやテレビは画面に影響をちえない 
よう口 5 cmL ソ上は離れていること（機種とブラウ 
ン管のサイブによって異なります）。 

. アクースティマスモジュールは音が出る前面部分を 
塞がないようじ、効率よく低音エネルギーが得6 
れるように、グリル部分を部屋に向けるか、垂にお 
うように設置します。 

. アクースティマスモジュール後部のポート部分を塞 
がないようじ、堂までの距離を 8 cmL ソ上離してく 
ださい。 



A ミ主意 

アクーステ ィマ スモジユールは防磁処巧がされて 
いません。そのため、コンピユーター用モニター、 
フロッピーディスク、外かけハードディスク、その 
他磁気による記録媒体から'必ず1 5 cmJii 上離 
して設置してくださし、。アクーステイマスモジユー 
ルに直接あるいはお接した場巧に保管すると内 
容が消えたり、再生できなくなる場合があります。 



マイクロキューブの設置について 

-コンピュークー用モニクーやテレビの両腺にスピーカーを設置します。画面の端か6それぞれ 90 cmU 内に 
設置することをおずすめします。アクースティマスモジュールとマイク□キューブの距離は、スピーカーコード 
(170 cnn ) の届く節囲内に設置してください。 

-付属の専用スクンドには、安を性をよくずるためじゴム足が付いていまず。水平で安をした場所に設置し 
てください。 


P マイクロキューブは、コンピューター用モニターやテレビの近くに設置しても画面に影響がでないような防 

ミ主意磁型を採用しています。 
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専用スタンドについて 


マイク□キユーブスピーカーは、付属の専用スク 
ンドで最適な音響性能が得6れるようじ設計さ 
れておりますので、できるだけ専用スクンドを使 
用することをおすずめします。 ただし 、お部屋の 
状況じより設置が困難な場合、 L ソ下の手順に 
従って取りかすことが巧能です。 



このとき、ネジの十字巧を傷めないようにサイズの合った 
ドライバー (2 香つを使用してください。 


B m 

テープは 短め に 


巧幅約 2.5 mm の精密ドラィバー 
等の先端にケーブルを傷つけな 
いようにビ ニール テープなどを卷 
いてスピーカー コー ドとカバーの 
すき間にゆっくり差し入れます。 



そのまま奥まで差し込 
んでいくと カバーの 手前 
が持ち上がります。 



A 

注意 


精密ドライバー等でこじ開けたりするとスピー 
力ー コー ドを傷つける恐れがあります。 こじ開け 
たりせずにそのまま奧まで差し込んでくださし、。 



?^プラスドライバーのサイズは、大きさを香号（呼び番号）で呼びます。まわすネジの大きさによってルさいもの力、ら大きいものへ1〜4香まで 
あります。軸の長さと呼び番号の関係は J に規格によって決められています。 
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外部機器との接続のしかた 


※ずべての接続が終わるまでは、電源プラグをコンセントじ差し込まないようじしてください。 
※電源を入れる前は、必ずコント□ールポ、ソドの回転ボリュームは、反時計方向に回して最ルの位置じし 
ておいてください。 


右側に設置ずる 

マイク□キ ュー ブス ピーカー 


ち側に設置する 

マイク□キ ュー ブス ピーカー 
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電源 ON / OFF と音量調整および使い方 


※ずべての接続が終わるまでは、電源プラグをコンセントじ差し込まないようじしてください。 

※各機器の接続にまちがいがないか、もう一度確認してください。 

※電源を人れる前は、おずコント□ールポ、ソドの回転ポリュームは、反時計方向に回して最ルの位置じしてお 
いてください。 


電源プラグをコンセントじ差し込んでください。 •電源の ON/OFF のしかた 




•音量調節のしかた 

回転ボリュームを、時計方向に回すと音が大き 
くなります。反時計方向に回ずと音がルさくな 
ります。 


•ミユートの ON/OFF について 

中央のアルミ部分に触れるとミュート（一時的 
ミ肖音）じなります。ミュートを解除する場合は、 
もう一度中央のアルミ部分に触れてください。 



パソコンとの 接続時に、 パ 
ソコンからの 警告音が聞 
こえるように回転ボリュー 
ムを最小の位置にしても 
完全に音は消えません。 
完全に音を-消す場合は、 
ミュートを行います。 


•お音調節のしかた 

つまみを時計方向じ回すと低音の量がをくな 
り、反時計方向に回すとほ音の量が少なくな 
ります。 
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故障かな？と思ったら 


原因 

処置 

音が出ない 

-接縮が適切【こ行われていることを確認してくださいのページ）。スピーカーコードが 
しっかりとアクースティマスモジュール(こ接続されていることを確認してください。 

-電源ケーブルがアクースティマスモジュールと壁コンセントにしっかりとつながれ 
ていることを確認してください。 

-スピーカーコードが断線していたり、被覆が切れて中の線がショートしていないか 
を確認してください。 

-音源となる機器が間違いなく接続されていて、その音源の信号レベルが低すぎな 
いことを確認してください。 

-電源を ON じしていることと、ミュートを解除してあることを確認してください。 
ミュートが働いているときは、コント□ールポ、ソドのインジケーターがオレンジ色 
になっています。インジケーターが緑になるようにコント□ールポッドの上を軽く 
触れてミュートを解除してください。 

片方のスピーカー 
しか鳴らない 

-すべての部分の接続を確認します （9 ページ）。プラグが完全に差し込まれているこ 
とを確認した後，音源をチェックします。もしモノラル音源な6ば，音が両方のスピー 
力一からでるようじモノ^ステレオ変換アダプターを別途購乂してご巧届ください。 

音が歪んでいる 

-音源か与の出カレベルを下げて、コントロールポ、ソドのボリュームをあげます。 

マイクロスピーカー 
から音が出ない、 
あるいは歪んでいる 

-すべての部分の接続を確認します （9 ページ）。 

-左ものマイク□キューブを入れ替えてみます。もし、同じチャンネル(ちまたは左） 

が同じ症状ならば、音源かアクースティマスモジュールに問題があります。症状が 
現れるチャンネルが変わった場合は、マイク□キューブに問題があります。 

-音源かアクースティマスモジュールに問題がある場合は、音源を別のもの(ポータブ 
ル CD プレーヤーなど)(こ変えて、音量も調整してみてください。正しく再生できた場 
合は音源に問題がありますので、音源の機器を交換してください。症状が変わらな 
い場合は本機に問題がありますので、サービスセンターまでご連絡ください。 

-音源の左ちのバランスを調整して<ださい。 


お問い合わせ先 


故障および修理のお問い合わせホ 

ポーブ株式会社サービスセンクー 

住所：〒206-0035東京都を摩市唐木田 1-53-9 

唐木田センクービル 


お客様き用ナビダイヤル査 S. 0570-080-023 

PHS、IP 電話力、らは、 Tel 03-54 朗 -1 124へおかけください。 


製品等のお問い合わせホ 

ポープ株式会社ユーザーサポートセンクー お客様き用ナビダイヤル査5,0570 -080-021 

PHS、IP 電話からは、 Tel 03-5489- 0955へおかけください。 
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•総合^ ~ ^三ニー 

入力 端子 

へッドフォン出力端子 
電 源 

ミ肖 費 電力 


3.5mm ステレオミニジャツク X2 
3.5mm ステレオ5ニジャツクXI 

AC100V(50/60Hz) 

最大 96W (待機時 5WL ソ下） 


•マイクロキューブ（防磁型) 


外形 寸法 

質 量 

スピーカーコードの長さ 


86(W) x 15 KH)x 別の) mm (スクンド込み) 
400吕(スピーカーコード込み） 

170 cm (マイク□キュースこ付属） 


•アクーステイマスモジュール（非防磁）- 

外形 寸法 173( W ) x 218( H ) x 356( D)mm 

質 量 日. 7 k 呂 


•コントロールポッド ー 

外形 寸法 

質 量 

ケーブル長 


¢62 .己 X28 .己 ( H)mm 
20 Og (ケースレ込み） 

230 cm ロント□-ルポ、 ソ ドに付属) 



保証の内容およびを件は付属の保証書をご覧 < ださい。 


ボーズ'株式会社 httpi://www.bose.co.jp/ 

干1已 0-0044 まを都巧谷区円山町 28-3 渋谷 YT ビル 



• 仕様及び外観は巧良のたゆ予告なくを更することがあります。 

• 弊社取扱な外の製品については、な証の責任を負いかねますのでご了承願います。 


OM-1349 

11 . 日 3-1 (巳) 









